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国
葬
・
旧
統
一
協
会
批

判
を
壊
憲
阻
止
運
動
へ

安
倍
晋
三
の
国
葬
反
対
、
そ
し
て

旧
統
一
協
会
と
自
民
党
と
の
癒
着

を
批
判
す
る
世
論
が
日
増
し
に
高

ま
る
な
か
、
岸
田
政
権
の
支
持
率

が
急
落
し
て
い
る
。

毎
日
新
聞
と
社
会
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
の
直
近
の
（
九
月
十
七
日
〜

十
八
日
）
世
論
調
査
で
は
、
国
葬

に
つ
い
て
、
反
対
↓
六
二
％
（
前

回
〔
八
月
二
十
日
〜
二
十
一
日
〕

比
九
％
増
）、
賛
成
↓
二
七
％（
前

回
比
三
％
減
）、
内
閣
支
持
率
↓

二
九
％（
前
回
比
七
％
減
）、
内
閣

不
支
持
率
↓
六
四
％
（
前
回
比
一

〇
％
増
）、
自
民
党
支
持
率
↓
二

三
％
（
前
回
比
六
％
減
）
の
結
果

が
出
た
。

国
葬
は
そ
も
そ
も
戦
前
の
「
国
葬

令
」
に
基
づ
く
も
の
で
天
皇
制
絶

対
主
義
を
支
え
る
人
民
統
治
の
手

段
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
れ
は
日

本
国
憲
法
が
謳
う
国
民
主
権
、
思

想
・
良
心
の
自
由
、
政
教
分
離
の

理
念
に
明
確
に
違
反
す
る
。
そ
ん

な
も
の
に
数
億
円
と
も
十
数
億
円

と
も
言
わ
れ
る
国
費
（
わ
れ
わ
れ

の
血
税
だ
）
を
つ
ぎ
込
む
。
し
か

も
国
会
に
い
っ
さ
い
諮
る
こ
と
な

く
閣
議
だ
け
で
そ
れ
を
決
め
る
。

法
治
主
義
・
立
憲
主
義
を
真
っ
向

か
ら
否
定
す
る
「
安
倍
国
葬
」
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
旧
統
一
協
会
と
そ
の
関
連

組
織
が
行
な
っ
て
き
た
（
今
も
行

な
っ
て
い
る
）
霊
感
商
法
に
見
ら

れ
る
反
社
会
的
行
為
は
き
び
し
く

断
罪
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
追

及
だ
け
で
よ
い
の
か
。
わ
れ
わ
れ

が
今
な
す
べ
き
は
、「
国
葬
」
に

よ
っ
て
日
本
の
支
配
層
が
美
化
・

正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
ア

ベ
政
治
」
の
真
実
の
姿
、
す
な
わ

ち
、
日
本
の
独
占
資
本
の
政
治
的

代
理
人
と
し
て
の
反
人
民
的
・
反

労
働
者
的
・
反
共
的
性
格
、
近
現

代
に
お
け
る
日
本
の
植
民
地
政
策

と
侵
略
戦
争
を
全
面
肯
定
す
る
立

場
か
ら
の
、
そ
し
て
新
た
な
侵
略

戦
争
を
遂
行
で
き
る
国
家
づ
く
り

を
め
ざ
す
立
場
か
ら
の
、
日
本
国

憲
法
敵
視
、
戦
争
政
策
推
進
の
姿

勢
を
徹
底
的
に
暴
露
し
そ
の
継
続

を
許
さ
な
い
こ
と
だ
。

旧
統
一
協
会
に
対
し
て
も
、
カ
ル

ト
的
実
態
や
諸
々
の
悪
徳
行
為
だ

け
で
な
く
、
そ
の
反
共
主
義
・
反

左
翼
主
義
、
改
憲
攻
撃
の
先
兵
と

し
て
の
政
治
的
役
割
（
だ
か
ら
こ

そ
安
倍
ら
自
民
党
右
派
と
の
固
い

結
び
つ
き
が
生
ま
れ
た
）
こ
そ
問

題
に
し
指
弾
し
て
い
く
。
あ
わ
せ

て
統
一
協
会
だ
け
で
な
く
、
神
道

政
治
連
盟
や
生
長
の
家
、
日
本
会

議
な
ど
の
宗
教
右
派
や
極
右
組
織

が
自
民
党
を
は
じ
め
と
す
る
保
守

政
党
と
深
く
結
び
つ
い
て
日
本
の

政
治
全
体
の
反
動
化
を
押
し
進
め

て
き
た
実
態
・
構
造
を
暴
き
出
し

て
い
く
。

そ
う
し
た
政
治
宣
伝
を
広
く
強
力

に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
主
導
で
つ
く
ら
れ
た
現

在
の
国
葬
・
統
一
協
会
批
判
の
世

論
を
正
し
く
改
憲
阻
止
、
戦
争
策

動
反
対
の
方
向
に
む
け
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の
流
れ

を
一
過
性
の
「
逆
風
」
に
終
わ
ら

せ
ず
に
、
自
公
政
権
打
倒
の
闘
い

に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

マ
ス
コ
ミ
や
議
会
政
党
頼だ
の

み
の
運

動
で
は
な
く
、
職
場
や
地
域
に
お

け
る
大
衆
的
な
抗
議
・
糾
弾
行
動

の
組
織
化
と
そ
の
前
進
が
な
ん
と

し
て
も
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

も
、
今
こ
そ
労
働
者
人
民
は
支
配

階
級
が
も
く
ろ
む
安
倍
の
遺
志
＝

改
憲
の
実
現
を
阻
止
す
る
闘
い
に

全
力
を
注
ご
う
。

沖
縄
の
闘
い
と
本
土

の
闘
い

九
月
十
一
日
投
開
票
の
沖
縄
県
知

事
選
挙
で
は
、
辺
野
古
新
基
地
反

対
を
訴
え
た
現
職
玉
城
デ
ニ
ー
氏

（
立
憲
、
共
産
、
社
民
、
れ
い
わ
、

沖
縄
社
大
、
新
し
い
風
・
に
ぬ
ふ

ぁ
ぶ
し
推
薦
）
が
、
新
基
地
容
認

の
佐
喜
眞
淳
・
元
宜
野
湾
市
長

（
自
民
、
公
明
推
薦
）
と
下
地
幹

郎
・
元
衆
議
院
議
員
を
破
り
再
選

を
果
た
し
た
。
玉
城
氏
と
佐
喜
眞

候
補
と
の
得
票
差
は
約
六
万
五
千

票
、
事
前
の
予
想
を
上
回
る
大
差

を
つ
け
て
の
勝
利
だ
。

選
挙
戦
に
入
る
前
か
ら
佐
喜
眞
候

補
は
旧
統
一
協
会
と
の
密
接
な
関

係
を
暴
露
さ
れ
、
そ
の
こ
と
も
敗

北
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
。
だ
が
二
〇
一
八
年
の
前
回

選
挙
で
は
新
基
地
建
設
の
賛
否
を

明
言
し
な
か
っ
た
佐
喜
眞
候
補
が

今
回
は
明
確
に
「
基
地
容
認
」
を

打
ち
出
し
て
選
挙
に
臨
ん
だ
事
実

を
見
れ
ば
、
選
挙
結
果
は
「
基
地

建
設
反
対
」
が
沖
縄
の
民
意
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
は
っ
き
り
示
し

た
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時

に
行
な
わ
れ
た
県
議
補
選
で
オ
ー

ル
沖
縄
の
上
原
快
佐
氏
が
当
選
し

た
こ
と
に
も
示
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
で
、
普
天
間
基
地
を
か

か
え
る
宜
野
湾
市
の
市
長
選
で
は

オ
ー
ル
沖
縄
の
仲
西
春
雄
候
補
が

保
守
の
現
職
に
大
差
で
敗
れ
た
。

ま
た
新
基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
て

い
る
名
護
市
の
市
議
会
選
挙
で
は

オ
ー
ル
沖
縄
の
野
党
が
二
議
席
減

ら
し
、
与
党
一
五
、
野
党
一
一
の

議
会
構
成
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は

日
本
政
府
の
露
骨
な
利
益
誘
導
に

よ
る
「
ア
メ
と
ム
チ
」
の
政
策
が

奏
功
す
る
形
と
な
っ
た
。

で
は
、
日
本
全
体
を
み
れ
ば
ど
う

か
。
七
月
の
平
和
に
関
す
る
全
国

世
論
調
査
で
は
日
本
が
戦
争
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
答
え
た
人
が

四
八
％
、
ま
た
今
年
行
な
わ
れ
た

複
数
の
世
論
調
査
で
憲
法
九
条
へ

の
自
衛
隊
明
記
に
賛
成
す
る
と
答

え
た
人
が
や
は
り
五
割
前
後
を
占

め
て
い
る
。「
世
論
」
の
半
数
が

日
本
の
戦
争
を
リ
ア
ル
に
と
ら

え
、
自
衛
隊
を
容
認
し
て
い
る
な

か
で
の
沖
縄
県
知
事
選
の
勝
利
の

意
義
は
大
き
い
。

「
一
ミ
リ
も
ぶ
れ
な
い
」
強
固
な

意
志
で
闘
っ
た
玉
城
氏
と
そ
れ
を

支
え
た
沖
縄
の
人
び
と
の
勝
利

は
、岸
田
政
権
に
は
大
き
な
痛
打

と
な
り
、全
国
で
反
戦
・
反
基
地
、

改
憲
反
対
の
運
動
を
担
う
仲
間
た

ち
に
は
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ

た
。心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。

知
事
選
が
新
基
地
建
設
反
対
の
民

意
を
明
確
に
示
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
政
府
は
今
回
も
ま
た
「
辺
野

古
移
設
が
唯
一
の
解
決
策
」（
松

野
官
房
長
官
）
と
の
態
度
表
明
を

繰
り
返
し
た
。
こ
の
政
府
と
対
峙

し
、
日
本
の
労
働
者
階
級
は
沖
縄

の
人
び
と
と
連
帯
し
て
い
か
に
闘

う
の
か
。
そ
の
こ
と
が
き
び
し
く

問
わ
れ
て
い
る
。

「
防
衛
」政
策
の
根
本
的

転
換
策
す
岸
田
政
権

岸
田
政
権
は
、
年
末
ま
で
に
「
防

衛
」
政
策
の
三
文
書
＝
国
家
安
全

保
障
戦
略
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）、
防
衛
計

画
の
大
綱
（
大
綱
）、
中
期
防
衛

力
整
備
計
画
（
中
期
防
）
を
「
見

直
す
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
要

点
は
こ
れ
ま
で
の
「
専
守
防
衛
」

や
「
海
外
で
の
武
力
行
使
の
禁

止
」
と
い
っ
た
原
則
を
捨
て
「
敵

基
地
攻
撃
」
や
「
先
制
攻
撃
」
を

可
能
と
す
る
方
向
に
日
本
の
「
防

衛
」
政
策
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
を

転
換
さ
せ
る
こ
と
（
実
質
的
な
平

和
憲
法
破
壊
）
で
あ
る
。
だ
が
現

実
に
は
三
文
書
の
改
定
を
待
つ
ま

で
も
な
く
な
し
崩
し
的
な
方
向
転

換
が
進
ん
で
い
る
。
一
例
を
示
せ

ば
、
防
衛
省
が
八
月
三
十
一
日
に

決
定
し
た
二
〇
二
三
年
度
概
算
要

求
で
は
、
過
去
最
大
の
五
兆
五
九

四
七
億
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
こ

れ
以
外
に
金
額
を
明
示
し
な
い

「
事
項
要
求
」
が
一
〇
〇
件
以
上

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
先
の

予
算
編
成
で
さ
ら
に
上
積
み
さ
れ

六
兆
円
台
半
ば
の
規
模
に
な
る
見

通
し
だ
。
岸
田
政
権
が
め
ざ
す

「
防
衛
力
の
抜
本
強
化
」
の
方
針

の
下
、
青
天
井
の
要
求
と
な
っ
て

い
る
の
が
実
態
だ
。
内
容
の
面
で

は
、「
ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
能
力
」

が
強
調
さ
れ
、
現
在
の
百
数
十
キ

ロ
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
程
度
に
射

程
を
伸
ば
す
「
12
式
地
対
鑑
誘
導

弾
」（
地
発
型
　
中
国
本
土
ま
で

狙
え
る
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
）
の
量

産
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
に
つ
な
が
る

多
く
の
事
項
が
織
り
込
ま
れ
て
い

る
。

こ
う
し
た
実
質
的
な
憲
法
改
悪
と

並
行
し
て
、
岸
田
政
権
は
七
月
の

参
議
院
選
挙
で
改
憲
四
党
が
議
席

の
三
分
の
二
以
上
を
獲
得
し
た
状

況
を
活
か
し
、
明
文
改
憲
に
む
け

た
動
き
を
加
速
さ
せ
る
魂
胆
だ
。

今
年
一
月
〜
六
月
の
通
常
国
会
で

は
、
衆
院
憲
法
審
査
会
が
緊
急
事

態
条
項
や
九
条
を
テ
ー
マ
に
ほ
ぼ

毎
週
開
か
れ
、
通
常
国
会
で
は
過

去
最
多
と
な
る
一
六
回
の
開
催
を

強
行
し
た
。
岸
田
政
権
は
、
改
憲

攻
撃
を
リ
ー
ド
し
た
こ
の
布
陣

（
衆
院
憲
法
審
査
会
の
森
英
介
会

長
〔
自
民
〕、
新
藤
義
孝
与
党
筆

頭
幹
事
〔
自
民
〕、
古
屋
圭
司
自

民
党
憲
法
改
正
実
現
本
部
長
）
を

継
続
さ
せ
、
秋
の
臨
時
国
会
か
ら

来
年
の
通
常
国
会
に
か
け
て
、
改

憲
原
案
の
作
成
、
憲
法
審
査
会
へ

の
提
出
・
議
論
、
改
憲
発
議
へ
と

持
っ
て
い
く
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て

い
る
。

労
働
組
合
は
反
戦
運
動

の
先
頭
に
立
と
う
！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
そ
し
て
帝
国
主

軍
拡
と
憲
法
破
壊
の
流
れ
を
断
ち
切
ろ
う
！

10
・
21
官
邸
前
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
集
を

義
が
つ
く
り
出
し
た
「
台
湾
海
峡

危
機
」
を
政
治
的
に
利
用
し
軍
備

増
強
と
壊
憲
の
流
れ
が
か
つ
て
な

く
強
ま
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は

か
ね
て
よ
り
労
働
者
・
労
働
組
合

が
反
戦
運
動
・
改
憲
反
対
運
動
の

先
頭
に
立
つ
べ
き
だ
と
主
張
し
て

き
た
。
そ
の
立
場
か
ら
、
こ
の
九

月
に
は
、
労
組
が
主
軸
と
な
っ
た

「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
96
条
改
悪
反
対
連

絡
会
議
」
主
催
の
二
つ
の
労
働

者
・
市
民
集
会
（
国
葬
反
対
と
壊

憲
阻
止
が
テ
ー
マ
）
の
組
織
化
の

一
翼
を
担
っ
た
。

し
か
し
、
最
大
の
労
組
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
・
連
合
の
会
長
が
恥

知
ら
ず
に
も
日
本
の
反
動
化
・
右

傾
化
の
元
凶
、
労
働
運
動
攻
撃
の

旗
頭
で
あ
っ
た
安
倍
晋
三
の
「
国

葬
」
出
席
を
表
明
す
る
、
あ
る
い

は
コ
ロ
ナ
解
雇
や
急
激
な
物
価
高

騰
に
よ
っ
て
労
働
者
が
過
酷
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
て
も
、
労
働
組

合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
は
お
ろ
か
大
衆

集
会
ひ
と
つ
打
て
な
い
現
実
（
欧

米
で
は
賃
上
げ
や
生
活
防
衛
の
た

め
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
闘
わ
れ
て
い

る
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
ん

に
ち
日
本
の
労
働
運
動
は
、
非
常

に
大
き
な
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
き
わ
め
て
困
難
な
状
況

に
あ
っ
て
も
、
原
則
を
堅
持
し
て

労
働
者
の
権
利
、
雇
用
を
守
る
た

め
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
っ
て
資
本
家

と
対
決
し
、
反
戦
平
和
や
反
原
発

な
ど
の
政
治
的
課
題
に
も
向
き
合

っ
て
い
る
首
都
圏
の
労
働
組
合

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
契
機
に

協
同
し
て
反
戦
行
動
に
起
ち
上
が

っ
て
い
る
。
別
掲
の
と
お
り
、
全

水
道
東
京
水
道
労
働
組
合
、
全
国

一
般
東
京
東
部
労
働
組
合
、
全
国

一
般
・
全
労
働
者
組
合
が
中
心
と

な
り
組
織
す
る
労
組
反
戦
行
動
実

行
委
員
会
の
呼
び
か
け
で
、
十
月

二
十
一
日
の
国
際
反
戦
デ
ー
に

「
官
邸
前
戦
争
反
対
！
ア
ク
シ
ョ

ン
」（
一
八
時
半
〜
）
が
行
な
わ

れ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ

ん
の
結
集
を
呼
び
か
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　【
大
山
　
歩
】

（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
七
日
）

10
・
21
官
邸
前
戦
争
反
対
ー
・ 

ア
ク
シ
ョ
ン

10
月
21
日
㈮
18
時
半
〜
　
首
相
官
邸
前
　
呼
び
か
け
＝
労
組
反
戦
行
動
実
行
委

「
国
葬
」
反
対
！
　
安
倍
の
美
化
を
許
す
な
！

９
月
27
日
14
時
か
ら
、
安
倍
「
国
葬
」
と
同
時
刻
に
「
安
倍
元
首
相
「
国
葬
」
反
対
！�

９
・
27
国
会
正
門
前
大
行

動
」
が
開
催
。
約
１
万
５
０
０
０
人
も
の
人
び
と
が
集
結
し
た
。　

撮
影
＝
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｙ
ａ


